
地方自治の将来に熱く語る飯尾氏

◆
入
間
東
部
地
区

　

消
防
議
会
開
催

挨拶をする秋坂会長

　

去
る
、
9
月
29
日
、
入
間
東
部
地
区

消
防
本
部
（
ふ
じ
み
野
市
苗
間 

）
に

お
い
て
、
平
成
20
年
第
2
回
入
間
東
部

地
区
消
防
組
合
議
会
定
例
会
が
招
集
さ

れ
ま
し
た
。
本
会
議
で
は
、
平
成
19
年

度
入
間
東
部
地
区
消
防
組
合
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
な
ど
の
議
案
が
提

案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
入
間
東
部
地
区

消
防
組
合
決
算
は
、
歳
入
総
額
が

２
８
億
４
４
８
４
万
円
、
歳
出
総
額

が
２
７
億
８
３
３
１
万
円
で
、
差
引

６
１
５
３
万
円
で
し
た
。
三
芳
町
か
ら

は
、
常
備
消
防
費
分
と
し
て
負
担
金

４
億
万
６
６
９
３
万
円
を
、
非
常
備
消

防
費
負
担
金
と
し
て
２
１
７
１
万
円
を

　

埼
玉
県
町
村
議
会
議
員
研
修
が
、
10

月
17
日
、
熊
谷
市
の
「
さ
く
ら
め
い
と
」

で
開
催
さ
れ
た
。
町
村
議
会
会
長
の
秋

坂
会
長
（
三
芳
町
議
会
議
長
）
が
、
冒

頭
主
催
者
と
し
て
挨
拶
を
さ
れ
た
。

　

講
演
は
、
政
策
研
究
大
学
大
学
院
教

授
の
飯
尾
潤
氏
に
よ
り
、「
激
動
の
日

本
政
治
と
地
方
自
治
の
課
題
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
。

　

衆
議
院
選
挙
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る

中
、
日
本
政
治
の
歴
史
と
政
局
に
ふ
れ

た
後
、
日
本
政
治
の
将
来
と
地
方
自
治

の
課
題
つ
い
て
お
話
を
さ
れ
た
。

　

特
に
、
こ
れ
か
ら
は
改
革
派
の
首
長

の
時
代
で
は
な
く
、
地
方
議
会
の
時
代

で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に

訴
え
る
。

　
『
本
当
に
予
算
や
政
策
を
決
め
る
の

は
議
会
で
あ
り
、
首
長
に
で
き
な
く
て

議
会
に
で
き
る
こ
と
が
一
つ
あ
る
。
そ

れ
は
反
対
す
る
こ
と
。
予
算
や
政
策
に

は
反
対
賛
成
の
両
意
見
が
あ
る
。

　

だ
か
ら
、
与
党
や
野
党
は
地
方
議
会

に
は
な
い
ほ
う
が
い
い
。
与
党
に
な
っ
て

首
長
の
味
方
を
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た

ら
議
論
が
で
き
な
い
。
首
長
と
議
会
は

別
の
選
挙
で
選
ば
れ
て
い
る
か
ら
、
首

長
を
選
挙
で
応
援
し
て
も
し
な
く
て
も

議
会
で
の
議
論
は
別
で
あ
る
。
そ
う
す

る
と
ギ
リ
ギ
リ
の
意
見
が
出
て
く
る
。

こ
う
し
た
議
論
を
議
員
同
士
徹
底
し
て

や
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

が
、
議
会
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
地

方
自
治
体
が
生
き
残
れ
る
か
ど
う
か
は

こ
こ
に
か
か
っ
て
い
る
。』
と
。　

　

今
進
め
ら
れ
て
い
る
当
町
の
議
会
改

革
の
中
で
も
議
員
同
士
の
議
論
を
進
め

て
い
く
方
向
で
動
い
て
い
る
。
あ
ら
た

め
て
そ
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

◆
埼
玉
県
町
村
議
会
議
員

　
　
　
　

研
修
会
開
催

拠
出
し
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
は
、
従
来
型
よ
り
優
れ

た
水
槽
付
き
ポ
ン
プ
車
等
を
更
新
し
て

お
り
、
都
市
化
の
進
展
に
伴
い
複
雑
・

多
様
化
す
る
様
々
な
災
害
に
対
応
で
き

る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　

●

消
防
本
部
広
域
化

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

　

今
議
会
で
の
一
般
質
問
で
は
、
消
防

本
部
の
広
域
化
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
し

た
。

　

平
成
18
年
６
月
「
消
防
組
織
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

そ
れ
を
受
け
て
平
成
19
年
度
に
埼
玉
県

は
「
消
防
広
域
化
推
進
計
画
」
を
策
定
。

そ
れ
に
よ
る
と
現
在
、
県
内
36
の
消
防

本
部
を
平
成
24
年
度
に
は
７
本
部
に
統

合
し
、
消
防
の
広
域
化
を
実
現
し
よ
う

と
い
う
も
の
。

　

当
入
間
東
部
消
防
組
合
消
防
本
部

は
、
埼
玉
県
消
防
広
域
化
第
３
ブ

ロ
ッ
ク
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
川
越
地

区
消
防
本
部
、
埼
玉
県
南
西
部
消
防

本
部
、
比
企
広
域
消
防
本
部
、
坂
戸

鶴
ヶ
島
消
防
本
部
、
西
入
間
広
域
消

防
組
合
消
防
本
部
と
一
つ
に
な
る
計

画
。
平
成
20
年
度
か
ら
は
広
域
化
対

象
市
町
村
に
よ
る
「
消
防
広
域
化
推

進
計
画
」
を
作
成
す
る
。

　

現
在
の
自
治
体
消
防
の
組
織
が
で

き
て
60
年
経
過
す
る
が
、
都
市
化
が

進
む
今
日
、
当
時
で
は
予
期
し
な
か
っ

た
災
害
が
起
こ
り
う
る
わ
け
で
、
そ

の
延
長
線
上
で
の
広
域
化
は
理
解
で

き
る
。
し
か
し
、「
住
民
の
生
命
・

身
体
・
財
産
を
守
る
」
自
治
体
消
防

の
基
本
的
な
視
点
を
大
前
提
に
、
今

後
各
市
町
村
が
慎
重
に
協
議
・
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。


